
 

 

 

 

2025(令和 7)年 7月 1日 

 

～えきから始まるまちづくり～ 

三条駅周辺プロジェクト 都市計画提案書を提出 
～京都「東山の玄関口」に新たな観光・交流拠点を創出～ 

 
 京阪ホールディングス株式会社(本社：大阪市中央区、社長：平川良浩)は、現在計画

中の三条駅周辺プロジェクトに関して、2025年 6月 30日付で、京都市に都市再生特別

地区の都市計画提案書を提出しました。 

 三条駅周辺地域は、昨年 12 月、都市再生緊急整備地域に指定され、にぎわいと活力

あふれる拠点の形成を目標とする地域整備方針が定められています。この方針に沿いな

がら、本プロジェクトを都市再生に資する計画とし、より良い形で実現することを目指

して当社から都市計画提案を行ったものです。世界的な観光地である京都東山にふさわ

しい建物とするため、外観デザインについては京都市美観風致審議会等でのご意見を反

映しながら、引き続き慎重に検討を進めてまいります。 

三条駅に隣接する三条大橋は、東海道の西の起点として、古くから交通の要衝であり、

周辺エリアは観光の拠点として栄えてきました。本プロジェクトにおきましては、京阪

グループ長期経営戦略「体験価値共創」の実現に向けて、この土地のもつ歴史・文化を

継承し、駅・まち一体の「えきから始まるまちづくり」を進めることで、京都「東山の

玄関口」としての拠点性の向上を図り、新たな観光・交流拠点を創出するとともに京阪

沿線全体の価値向上へとつなげてまいります。 

完成予想イメージ 

※提案時点(2025年 6月)のイメージパースであり今後変更となる可能性があります。 

 



 

1.プロジェクトの概要 

■計画名称 (仮称)三条駅周辺プロジェクト 

■所在地   京都市東山区大和大路通三条下る東側大黒町 139 番 1 他 

■事業主   京阪ホールディングス株式会社 

■敷地面積 約 6,400㎡ 

■延床面積 約 27,000㎡ 

■主な用途 商業・ホテル 

 

2.プロジェクトの特徴 

(1)良好な都市景観の形成 

西に鴨川、東に東山を望み、歴史と文化の深さを感じさせる街並みとつながる計画

地において、地域の歴史・文化・自然環境と調和しながら、地域のランドマークと

なるような良好な都市景観を形成します。 

西側全景 鴨川対岸より 

(2)賑わいを創出する都市機能 

国内外から訪れる観光客や来街者の多様な滞在・交流ニーズに対応する上質な宿泊

施設、日本の文化を感じられる商業施設を導入することで、都市に新たな魅力と活

力を創出します。 

(3)魅力的な空間の創出 

都市の魅力を向上し、駅・まちの拠点性を高めるために、施設内外にそれぞれ魅力

的な空間を創出します。 

■施設 3階西側には、鴨川の風や音を感じながら、京都の自然や歴史・文化的な景

観を一望できる展望テラスを整備します。 

■敷地西側の駅前広場は、植栽やベンチを配置し、緑陰が感じられる滞在空間を計

画しています。 

 

 

 

 

 

 



(4)駅前の利便性向上 

新施設は、京阪電車三条駅の中央改札口から見通しの良い場所において接続する計

画としており、施設と駅を一体で整備し、利便性を高めます。接続部には、地下と

地上の間を歩行者が安全かつ快適に移動できる立体的な動線を形成するとともに、

バリアフリーの動線も確保。また、敷地内の 1階庇下を駅前広場や周辺歩道と一体

的に整備し、快適でゆとりある歩行者空間を創出します。 

地下 2階 中央改札前接続部 現況写真 

 

(5)持続可能なまちづくりの推進 

観光地に近接する駅前拠点の特性を踏まえた防災機能を確保。また、地域の特色を

活かしたまちづくりを展開し、エリアの魅力を高めていくことで、新たな価値を創

出、持続可能なまちの実現に貢献していきます。 

 

以 上 

 


